特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　3月　21日　　452号
炭の釜だし作業　128㎏が生産できました。
16日の午後から行うとしていましたが、作業場には10時に皆さんが駈けつけて下さって、窯出しが行われました。　通常だと250㎏から300㎏の所ですが焚口の締め切りの遅れから少し空気の供給時間が長くなって燃焼が進んでしまいました。
しかし原型を出来るだけ保って取りだしに注意を払いました。従来では重量と段ボール箱の大きさに調整して来ました。今回初めて長いものが入れられるように生け花の搬送用での箱詰めと改良を行いました。扱いに気を使う手間のかかる作業でしたが約1時間で窯出しと箱詰めができました。続いて窯の中に残った小炭を綺麗に取り除き、次に生産を準備されている｢南さん｣の窯詰のお手伝いを行いました。ご苦労様でした。午後からは里山農園でジャガイモの植付けのための準備作業を行うことになって、畝づくりを完成させていただきました。この日1日中作業を行っていただいた森島 大村 片木 芳川 青代 伊藤　中辻さんご苦労様でした。いつでも植え付けができるように準備が整いました。
里山農園　19日　ジャガイモの植え付けを行いました。
この日は格別温かく過ごし良い天気でした。農園のウグイスは近頃すっかりさえずりが上手に成り、美しい音色が響き渡るようになっています。16日に準備ができた畝にジャガイモの種イモの植え付けを400本行いました。
6月ごろには実るのではないでしょうか。これから雑草の季節ですので草引きを小まめに行わないと雑草に負けてしまいます。時々みなさんのお手伝いにおこしください。お弁当をもって休憩を楽しみながら野鳥のさえずりをお聞きください。あるいはシート敷いて太陽のもと野鳥の声に包まれ新緑の芽吹く里山の風に触れてください。これ以上の贅沢はありませんよ
5号地の排水溝完成大難工事が完成　19日　
5号地は里山農園で最も面積の広い田圃です。昨年に切り開いたばかりの時、スイカを植え付けましたがすっかり水の中にもぐってしまうという事件があって、見事に当てが外れてしまいました。この教訓に5号地の周りに排水溝をめぐらすことにして徐々に掘削を実施して来ましたが、18日の午後に完成する直前に猛烈な雨が降って作業ができませんでした。残った部分は4ｍほどで、竹の根がガンジガラメに入り交じり合ってとてもスコップでは手に負えない部分として残ってしまいました。とても人力では無理だと思っていました。翌日の19日には雨水が中途半端な排水溝を勢いよく流れ出していました。水が流れているのならスコップではなくて「くわ｣で土を払いペンチで竹の根を一本一本根気よく切り取ってやっと最難関の水路が完成しました。これまではスコップやクワ、鎌などでなんとか切り抜けてきたのですが、ペンチに頼らなければなりませんでした。私はこれまで一番手こずったのがこの排水路の竹の根の除去作業でした。これだけ困難を突破したのですから、治山治水とよく耳にします、小さな畑でも治山治水がいちばんです。また切り開くことを開墾と言いますが、機械力にたよらず人力による作業は本当に厳しい作業です。特に目的意識を強く持たないとなかなか自然にたちむかうことは許されるものではありません。
今年はスイカや黒豆可能か　イノシシ対策が緊急　　
まず排水溝が一応完成したので、今年はスイカを作り上げてみたいものです。予想されるのは地上を歩く獣たちによる被害対策、そして空からくるカラスなど鳥類対策の二つに対しての防御柵が肝心ですね。ここを思案しておかないと思いもかけない事態を招きかねません。そして次に干ばつなど夏対策ですね。まあひとつひとつ困難に直面して対処しなければなりません。どなたも一度は里山農園を訪ねてきてください。お待ちしています
。
会計の指導を西田洋之さん（京都NPOセンター）から約2時間30分間説明を受けました。
西田さんのお話はやさしくゆっくりと例題も入れてわかりやすいお話でした。その主な内容は次のようでした。●発生主義で振替伝票の使用。●管理費と活動費に分離し、活動費にポイントを置く。●両方にかかる経費は按分する。会計ソフトについてその役割。などを解説いただきました。特に深田理事長が作成された会計諸表については、高い評価がありました。また労務提供については、その記録があることは素晴らしいが、記録内容の改善が必要ですと指摘いただきました。特に認定NPO資格の獲得を考えておられるのなら本日の説明や解説いただいた点のクリアが必要ですと強調されました。里山の会は暗中模索でこの一年会計処理対策に明け暮れて来ましたが、親切丁寧なお話を聞き、これで自分たちが分からないことはNPOセンターに行けばいいのだというバックボーンを見つけられたことでした。わざわざ事務所まで起こしいただきました西田洋之様ありがとうございました。明るい目途がつきホットできました。
カスミサンショウウオの調査　　16日（土）　集合の市役所は0人　現地で20人に　卵のうは見つけられませんでした。
この日は、仲間と一緒に春の準備をされていた巽さん一行がおられて、生育地をしらべた。ここには山の谷あいで放棄田がずっと連なり、落ち葉が重なり合っています。そしてや水は広く広がって湿地が作られています。ところが水は小川のように水筋がはっきりついていて、広がらず、湿地になっていたところは乾燥が進み、沼のようなところは全くなくなっていました。このようにカスミサンショウウオの生育環境は大変化をしていました。長年安定していたのですが急激な大変化でした。
会誌３４号の原稿提供を急いでください。お待ちしています。
先日講演いただきました渡辺先生に巻頭の言葉をお願いしていましたが、さっそく締切前に届けていただきました。天白先生や上島先生からも届いています。ありがとうございました。
事務局会議から　3年後には結成20年に到達します。
この記念すべき20周年をどう迎えるのか　この時に何を行うのか等皆さんの声を届けてください。お待ちしています。ちなみに、5年目：木津川花ごよみ発刊　記念レセプション　10年目：木津川の草花たち発刊　15年目：京都植物誌目録ノート発刊を行いました。京都駅前新都ホテルで記念祝賀会を　といった提案もありました。
「有害鳥獣対策部会」の発足届けがありました。
部長に大植登氏、他、佐藤誠　高垣忠一郎　大村幸正　中村誠一氏で　現在イノシシ捕獲用檻設置5か所すでに設置されているようです。普賢寺地区や井手町の有王地区は、イノシシが頻繁に出没して被害が大きくなっています。狩猟期間が終わりましたが、継続して檻の使用ができるように捕獲許可申請を行っておられます。
木津川マラソン第3回実行委員会開かれる　45名の参加　各部署から報告　31回大会に向けての意見も活発に出されました。

３月植物観察会　3月25日（月）　

集合　八幡市背割堤　駐車場入り口　9時半

　

雨天決行です

　　　　　　　　　　　　　　　　






